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	発表内容　
　「言語と視覚イメージ」という、シンポジウムのテーマに対応する具体例として、百人一首歌という言語と、それを一首ずつ視覚化したイラスト（マンガ）を取り上げた。資料としては、久保田淳監修『光琳カルタで読む百人一首ハンドブック』（小学館、2009年）ほか、現在市販されている、一般向けあるいは子ども向けの書籍で、百首すべてにイラスト（マンガ）が添えられている10種のテキストを用いた。
　百人一首歌とそのイラストとの関係を、次の２つの観点から検討した。
　１つは、イラストが描いている対象が人物中心か風景中心かという観点で、テキストごとに整理した結果、次の３点が明らかになった。
第一に、テキストによって、百首全体にわたり、人物中心に偏るほうと風景中心に偏るほうのどちらか２つに分かれるという点、第二に、歌の部立（内容分類）との関係からは、恋歌では人物中心、季節歌では風景中心、それら以外では半々になるという点、第三に、テキストすべてに共通して人物中心あるいは風景中心のイラストになる歌はごく少数であるという点である。
以上の結果には、各テキストの設定・目的・読者層などの如何が関わっていると考えられる。カルタ設定の場合には、読み札が歌人像、取り札が歌の内容像に分けられること、目的が学習・読者層が子どもの場合には、人物中心にして分かりやすくすることが、イラストに求められることなどがある。
　もう１つは、イラストと、歌の解釈との関係という観点である。
イラストが各テキストの歌の解釈をふまえて描かれるとしたら、解釈に問題があれば、それがそのままイラストにも反映されることになる。その実例として、百人一首の中の〔２〕〔33〕〔92〕の三首を取り上げ、テキストの多くにおいて、単なる反映として以上に、誇張あるいは歪曲される場合があることを示した。
以上をとおして、「言語と視覚イメージ」の関係という問題に対する見解として提示したのは、次の３点である。
１）言語が喚起するのは感覚モードの如何を問わないイメージであり、その１つである視覚イメージは他感覚よりも優越的ではあるものの、それに限定されるわけではなく、言語を視覚イメージに翻訳すれば、言語による、その他の多様なイメージが捨象される。
２）和歌をイラスト化するとは、言語を視覚イメージ化するということであるが、その現前描写性が理解のしやすさに結び付くというメリットがある反面、そのイメージにより理解を縛るだけでなく、誤解を促すというデメリットもある。
３）（フロアとのやりとりもふまえて）、イラストという1枚の視覚イメージによっては再現されえない「時間」というイメージは、百人一首の選者である藤原定家の「幽玄体」
という和歌の美的理念につながるものである。
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